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~ その結果をもとに、除染を進めています~  

除除染す染する前に、検証し検証したこと
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様々な地形や放射線量のモデル地区を選定して

除染の実証実験を行いました。

その結果をもとに、現在本格的に除染を進めています。

このパンフレットでは、みなさまの地区で行われる

除染の方法や手順の裏付けとなるデータをご覧いただき、

除染への理解に役立てていただければと思います。

ぜひ、ご覧ください。

このたびは、多大なご負担とご心配をおかけし、

誠に申し訳ございません。

平成23年3月の東京電力福島第一原子力発電所の事故により、

みなさまが生活していた地区が放射性物質により

汚染されている場合がございます。

そのため、放射性物質を取りのぞく「除染」が必要になりました。

そこで平成24年6月から本格的な除染を効果的に進めるために

はじめに
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年間の追加被ばく線量が20ミリシーベルトを超えている放射線量
が高い地域を主な対象とし、効果的な除染方法や作業員の安全確保
の方法を確立するために、以下の地区で実証事業を行いました。

除染モデル実証事業の対象地区（平成23年1月23日現在）

作業全体を通して出た除去物の発生量を検証しながら、安全に管理できるよう仮置場の設置
方法や構造、設置後のモニタリングなど様々な管理方法で検証しました。また、作業員の被ばく
管理を適切に行うことで、放射線量が高い地域でも除染作業を進められることを確認しました。

最も効果的な除染技術はどれか？数多くの条件で検証しました。

除染を効果的に進める方法を調べるために、地域ごとの特徴をいかした除染の手
順を検証しました。

森林や平地・農地の面積、宅地数や山谷などの地形特徴や様々な汚染の程度など
の条件を考慮して地区を選定しました。

対象地区と検証のポイント

様々な地形や汚染レベルでの検証

除染手順の検証

線量区分
5ミリシーベルト/年未満

様々な除染技術を検証

除去物の発生量とモニタリング

草野地区

浪江町権現堂地区

夫沢地区

大熊町役場周辺

夜の森公園周辺
富岡第二中学校

福島第二
原子力
発電所

福島第一
原子力
発電所

上繁岡地区

中央台・苗代替地区

金房小学校周辺

5～10ミリシーベルト/年未満
10～20ミリシーベルト/年未満
20～50ミリシーベルト/年未満
50～100ミリシーベルト/年未満
>100ミリシーベルト/年

国が除染を実施
する地域
（除染特別地域）

除染モデル実証事業に
よる実施場所

除染モデル実証事業

対象地区 検証のポイント

貝の坂地区

南工業団地

葛尾村役場周辺地区

地見城地区

坂下地区

津島地区

「いいたて全村見守り隊」拠点
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このパンフレットでは、それぞれの地区を地形の特徴により5つのカテゴ
リーに分けて、ご紹介します。また平均の空間線量も参考にしていただき、
みなさまの地区に合った実証事業の結果をご覧いただくことができます。

地域名 ページ主な構成要素平均空間線量
（ミリシーベルト/年）

川俣町 坂下地区
浪江町 津島地区
葛尾村 役場周辺
川内村 貝の坂地区

20～50
50～100
10～20
20～50

P7～8
P9～10
P11～12
P13～14

森林 農地 道路 宅地
構造物 森林 宅地 道路 農地
森林 構造物 宅地 道路 農地
農地 森林 宅地 道路

山間部（谷部） P7～14

地域名 主な構成要素平均空間線量
（ミリシーベルト/年）

南相馬市 金房小学校周辺
浪江町 権現堂地区
富岡町 夜の森公園周辺
富岡町 富岡第二中学校
大熊町 役場周辺
広野町 中央台・苗代替地区

10～20
50～100
50～100
50～100
50～100
　　～5

農地 構造物 道路 森林 宅地
構造物 宅地 道路 農地
構造物 宅地 森林 道路
グラウンド
構造物 宅地 道路
構造物 宅地 森林 道路 農地

市街地（平地） P19～28

ページ

P19～20
P21～22
P23～24
P23～24
P25～26
P27～28

地域名 主な構成要素平均空間線量
（ミリシーベルト/年）

楢葉町 南工業団地 5～10 構造物 道路

工業地帯 P33～34

ページ

P33～34
よくでてくる用語の解説

減容化
天地返し
リター層

除去物の容量を減らすこと。

汚染密度の高い上層の土と、汚染のない下層の土を入れ替えること。

地表に落ちてまだ分解されていない葉や枝などが堆積している腐植土層。

地域名 主な構成要素平均空間線量
（ミリシーベルト/年）

飯舘村 草野地区/
田村市 地見城地区

20～50/10～20
　  ～5

構造物 農地 宅地 森林 道路
農地 森林 宅地 道路

山間部（平地） P15～18

ページ

P15～16
P17～18

いいたてホーム・
いちばん館等

地域名 主な構成要素平均空間線量
（ミリシーベルト/年）

大熊町 夫沢地区
楢葉町 上繁岡地区

100～
10～20

農地 森林 宅地 道路
農地 宅地 森林 道路 構造物

平野部 P29～32

ページ

P29～30
P31～32

P35～43除去物の管理

P44～48除去物の発生量と空間線量率・被ばく管理

山間部（谷部） 山間部（平地） 市街地

平野部 工業地帯

対象地区・目次



川俣町 坂下地区
□ 検証のポイント

山間部（谷部）

谷合に位置する山間部の居住地域。大型構造物はなく、
農地、森林が大部分を占める中に宅地が点在する区域。

空間線量率が比較的高い区域です。宅地や道路など除染対象の表面的な汚染
密度も高く、そのような条件のもとで様々な除染方法を検討・実施しました。
また、除染作業の効率化と除去物の減容化についての検討も行いました。

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

特に平均線量の高かった農地などは表土はぎ取りなどを行い
半減以上の効果を確認しました。

道路

森林

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.32 平均

2.42

約27%減

農地

雑草地

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.53

平均
1.63

約54%減

宅地

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.01

平均
1.72

約43%減

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
2.40 平均

1.57

約35%減

■ 作業のポイント
① 森林では、傾斜地形を考慮し、除染を実施。
② 農地では、表土はぎ取りの他、天地返しや
    固化剤を利用した表土はぎ取り等を試行。
③ 宅地では、できるだけ水を用いない拭き取りや
    ブラッシングといった除染方法を選定して実施。

約11ha 線量区分：20～50ミリシーベルト／／年

雨どい清掃（人力）宅地 道路清掃（舗装道路）道路天地返し（プラウ）農地リター層撤去実験森林

● 農地の表土除去・天地返し、森林での落葉・リター層除去などにより、宅地周辺の
   空間線量率が低下しました
 （平均3.01マイクロシーベルト/時→1.72マイクロシーベルト/時<積雪影響を含む-P10参照->）。
● アスファルト舗装の道路では、土砂払い・水洗浄などを行うことで表面汚染密度が
   半分程度まで低減しました。

まとめ

坂下地区では、除染により発生した枝葉や
使い捨ての保護具等の容量を減らす実験を行いました。コラム

※ 大型土のう袋１体あたりのビニール袋数。１ビニール袋あたり保護用具等２０着分を収納。

27.5㎥

減容化前体積

3.4㎥

減容化後体積

チッパー(粉砕機)による枝葉等の減容化

22袋※

減容化前体積

59袋※

減容化後体積

収納袋吸引による保護具等の減容化

1m高さの空間線量率の変化

N

農地

道路

森林

宅地

その他

面積比

減容率

87.6%

減容率

61.4%

道路宅地農地森林 雑草地

除染手順

N

除染前

除染後

1.2

1.6

2.0

2.4

2.8

3.2

3.6

4.0

4.4

(μSv/h)

1.2

1.6

2.0

2.4

2.8

3.2

3.6

4.0

4.4

(μSv/h)

0m 100m 200m

0m 100m 200m

除染対象エリア

除染対象エリア
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浪江町 津島地区

山間部（谷部）

谷合に位置する山間部の居住地域。
宅地、中学校等の構造物、農地、森林が混在する区域。

除染前

除染後

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

森林

■ 作業のポイント
① 構造物に対してコンクリート部の削り取り試験、拭き取り方法
   による除染を試行実施。
② 駐車場を含む道路舗装面については、洗浄と削り取りによる除染
   を実施。
③ 農地に関しては、薄層表土はぎ取り機などによる表土はぎ取り
    を実施。

約5ha 線量区分：50～100ミリシーベルト／／年

● 津島中学校等のグラウンドの表土のはぎ取りや構造物周辺のホットスポット除去な 
  どを行うことで空間線量率が低下しました
 （平均；9.60マイクロシーベルト/時→2.83マイクロシーベルト/時<積雪影響を含む> ） 。
● 宅地周辺で庭の表土除去や落葉・リター層除去を行うことで空間線量率が低下しました 
 （平均；9.99マイクロシーベルト/時→4.41マイクロシーベルト/時<積雪影響を含む> ） 。

まとめ

全体的に半減以上。特に構造物などはコンクリートを
削り取ることなどで高い効果を確認しました。

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

10.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
4.25

平均
7.79

津島地区では、積雪により空間線量がどのくらい
変化するのか実験しました。

コラム

20測点の定点モニタリングの平均値

0㎝
0％

1/19 晴れ

2～5㎝
9％

1/20 雪

5～10㎝
16％

1/21 雪

１０～30㎝
32％

1/23 雪

積雪量
空間線量1m
の低減効果

日付

1m高さの空間線量率の変化

削り取り道路 壁面清掃宅地土壌のはぎ取り農地

20cm程度の積雪では、
空間線量率（1m）
が約3割低減。

結果

約45%減

農地

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

10.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
4.32

平均
9.63

約55%減

宅地

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

10.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
4.41

平均
9.99

約56%減

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

10.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
2.83

平均
9.60

構造物

約71%減

N

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

(μSv/h)

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

(μSv/h)

0m 100m 200m

N

0m 100m 200m

□ 検証のポイント
空間線量率が高い区域です。宅地や道路など除染対象の表面的な汚染密度も高
く、様々な除染方法を検討・実施することで本格除染に向けて線量低減が期待
できる工法を採用しました。

構造物
道路

農地

森林

宅地

面積比

道路

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

10.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.43

平均
8.38

約59%減

道路

宅地農地

森林

構造物
●

●

雨水枡・側溝

駐車場

除染手順

除染対象エリア

除染対象エリア

10

20

30

40

0
0 10 20

積雪深さ
（cm）

積雪深さと空間線量率の低減率

低減率（%）

壁面清掃構造物
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葛尾村 役場周辺

山間部（谷部）

谷部に位置する山間部の居住地域。
役場、小学校、幼稚園等の公共施設及び住宅地が森林に隣接している。

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

道路

森林

除染前 除染後

1.0

2.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
2.02 平均

1.36

約33%減

除染前 除染後

1.0

2.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.99 平均

0.94

約53%減

除染前 除染後

1.0

2.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.52 平均

1.17

約23%減

除染前 除染後

1.0

2.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.74 平均

1.34

約23%減宅地

■ 作業のポイント
① グラウンドは、汚染の程度を考慮し、切削機を用いて３ｃｍ程度の表土はぎ取りを実施。
② 森林と宅地は、下草刈り、潅木・小竹の伐採、枯葉の除去を実施。除去した下草、潅木、小竹、枯葉は、破砕機を
    用いて容量を低減。

約6ha 線量区分：10～20ミリシーベルト／／年

グラウンド・園庭の表土はぎ取り、宅地のコケ・表土はぎ取り等により、小学校、 
幼稚園、宅地等において、空間線量率が低下しました（小学校、幼稚園において
平均1.51マイクロシーベルト/時→0.75マイクロシーベルト/時）。

まとめ

除去物の発生量を極力抑える方法を試しながら、
畑や構造物（小学校・幼稚園等）など半減以上の効果を確認しました。

空間線量率が他のモデル実証事業対象地区に比べて低いことから、できるだけ除
去物量の発生が少なくなることが期待される除染方法を検討して実施しました。

□ 検証のポイント

1m高さの空間線量率の変化

畑

手拭きによる屋根の除染宅地 下草刈り宅地

熊手による枯葉・下草除去森林 芝刈り機による草刈り森林 路面清掃車での路面堆積物除去道路 除染に使用した水の排水処理雨水枡・側溝

路面清掃車による除染グラウンド

0

1

2

3

4

(μSv/h)

0

1

2

3

4

(μSv/h)

面積比

構造物

道路

農地

森林

宅地

除染前 除染後

1.0

2.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.51 平均

0.75

約50%減
構造物

小学校・
幼稚園等

除染前 除染後

1.0

2.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.10

平均
0.95

約14%減
構造物

役場等

除染前

除染後

除染対象エリア

除染対象エリア

道路宅地森林 構造物 グラウンド

●

雨水枡・側溝

除染手順

ウエットタオル拭き構造物
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川内村 貝の坂地区

山間部（谷部）

谷合に位置する山間部の居住地域。
宅地の前面に農地、背後の傾斜地に森林を抱える区域。

□□ 検証のポイント
空間線量率が比較的高い区域です。宅地背後の傾斜地に広がる森林や前面に広が
る農地からの放射線が空間線量率に大きく影響していると考えられることから、
森林や農地の除染を重点的に実施しました。

除染前

除染後

道路

森林

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.90 平均

2.83

約27%減

農地

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.98

平均
2.38

約40%減

宅地

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.87

平均
2.62

約32%減

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.29

平均
1.93

約41%減

■ 作業のポイント

約23ha 線量区分：20～50ミリシーベルト／／年

● 全体を通じて水を使わない除染方法のみ適用し、空間線量率を約3～4割程度ま
　 で低減できたことで、水を使わない除染に見通しが得られました。
● 農地は表土のはぎ取りを実施したものの、降雪・融雪の影響で定量的なはぎ取り
　 が困難なことがわかりました。
● 除染が困難であった森林・傾斜地付近に比較的高い空間線量率が残存していること
　 がわかりました。

まとめ

森林や農地の除染を重点的に実施。
農地では約40%の減少を確認しました。 ① 森林については、宅地隣接部（１０ｍ程度までの範囲 ）において腐葉土層及び落葉除去、枝打ちを実施。

② 農地については、表土のはぎ取りを実施。
③ 宅地においては、家屋の屋根やサッシ等の拭き取りを実施。また、敷地内の土面の表土のはぎ取り
    （２ ～７ｃｍ程度）や舗装面の表層 部の削り取り（数ｍｍ程度）を実施。
④ 道路については、舗装面の表層部の削り取り（数ｍｍ程度） 、路面清掃車による清掃を実施。

面積比

1m高さの空間線量率の変化

田畑除草農地

スクリュー・コンベア農地 凍土のはぎ取り農地リター層除去森林

ウエスにて拭き取り宅地 庭の除染宅地 窓枠の除染宅地

森林の除染森林

0m 100m 200m

N

0.0μSv/h≦測定値<2.0μSv/h
2.0μSv/h≦測定値<2.5μSv/h
2.5μSv/h≦測定値<3.0μSv/h
3.0μSv/h≦測定値<3.5μSv/h
3.5μSv/h≦測定値<4.0μSv/h
4.0μSv/h≦測定値

0.0μSv/h≦測定値<2.0μSv/h
2.0μSv/h≦測定値<2.5μSv/h
2.5μSv/h≦測定値<3.0μSv/h
3.0μSv/h≦測定値<3.5μSv/h
3.5μSv/h≦測定値<4.0μSv/h
4.0μSv/h≦測定値

0m 100m 200m

N

農地

道路

森林

宅地

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

除染対象エリア

除染対象エリア

道路宅地農地森林

除染手順
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飯舘村 草野地区/

山間部（平地）

山間部の平地に位置する居住地域。県道を中軸に宅地が存在し、
その周囲に農地、森林、構造物が点在する区域。

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

道路

森林

除染前（草野地区） 除染後（草野地区）

1.0

2.0

3.0

4.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.80 平均

2.60

約32%減

除染前（草野地区） 除染後（草野地区）

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
2.27 平均

1.44

約37%減

除染前（草野地区） 除染後（草野地区）

1.0

2.0

3.0

4.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
4.05 平均

2.43

約40%減

農地

除染前（草野地区） 除染後（草野地区）

1.0

2.0

3.0

4.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.59 平均

1.56

約57%減

宅地

■ 作業のポイント
① 農地では、固化剤を利用した表土はぎ取りを実施。
② 森林では、実施範囲を定めて常緑樹の「枝打ち」を
   実施。宅地等近隣の森林については、植物の枝や葉
  が地表面に堆積し未分解の状態の腐植土層の除去
   を実施。
③ 宅地や構造物では、高圧洗浄を基本に、洗浄剤を
   用いた洗浄などを実施。

約17ha 線量区分：

● 草野小学校周辺でグラウンドの表土はぎ取り、校舎などの除染を行うことで空間線
　量率が低下しました（平均；4.57マイクロシーベルト/時→1.70マイクロシーベルト/時）。
● 庭や隣接森林の除染作業に伴い、宅地部分で空間線量率が低下しました
　（平均；3.59マイクロシーベルト/時→1.56マイクロシーベルト/時）。 

まとめ

構造物・宅地ともに約60%減。
さまざまな方法での効果を確認しました。

いいたてホーム・
いちばん館等

面積比

□□ 検証のポイント
宅地をはじめ農地、森林などの除染のほか、除染作業で回収した除去物の容量
を減らす方法として可燃物の焼却を試行し、その効果を確認しました。

除染前
(いいたてホーム・いちばん館)

除染後
(いいたてホーム・いちばん館)

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
2.85 平均

1.89

約34%減

除染前
(菊地製作所)

除染後
(菊地製作所)

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
2.92

平均
1.08

約63%減

除染前
(ハヤシ製作所)

除染後
(ハヤシ製作所)

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
3.21 平均

2.37

約26%減

1m高さの空間線量率の変化

下草刈り森林 雨どい清掃宅地土壌はぎ取り農地

草野地区

除染前（草野地区） 除染後（草野地区）

1.0

2.0

3.0

4.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
4.57

平均
1.70

約63%減

構造物

構造物

構造物および
その周辺いいたてホーム・いちばん館等

20～50ミリシーベルト／／年
草野地区 いいたてホーム・いちばん館等

10～20ミリシーベルト／／年
構造物

道路

農地

森林

宅地

飯舘村では、枝葉や刈草等を焼却することによる
減容化実験を実施しました。
大幅な減容に成功するとともにHEPAフィルターなどを介すことでクリーンな排気ガスも実現しました。

コラム

枝葉・刈草・落葉

焼却試験対象物

固定床式、焼却能力；毎時29kg、
焼却温度800℃以上

焼却炉

バグフィルター及び
消石灰・活性炭投入、HEPAフィルター

排気ガス処理

試験
結果

重量減容率

体積減容率

焼却試験装置外観

宅地農地 森林

舗装 雑草地他

(草野地区)

(いいたてホーム・いちばん館等)

道路構造物

構造物 側溝

除染手順

～86% 98%

96% 以上

●

屋根清掃（高圧水洗浄）構造物

草野地区

草野地区

除染対象エリア

除染対象エリア

除染前

除染後

N

0m 100m 200m

0.8

1.6

2.4

3.2

4.0

4.8

5.6

6.4

7.2

(μSv/h)

N

0m 100m 200m

0.8

1.6

2.4

3.2

4.0

4.8

5.6

6.4

7.2

(μSv/h)
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田村市 地見城地区

山間部（平地）

山間部の居住地域。
大型の構造物はなく、農地および森林が大部分を占める。

□□ 検証のポイント
空間線量率が他のモデル実証事業対象地区に比べて低いことから、できるだけ除
去物量の発生が少なくなることが期待される除染方法を検討して実施しました。

除染前

除染後

道路

森林

除染前 除染後

1.0

0.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
0.80 平均

0.69

約14%減

除染前 除染後

1.0

0.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
0.71 平均

0.62

約13%減

除染前 除染後

1.0

0.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
0.71 平均

0.55

約23%減

除染前 除染後

1.0

0.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
0.58

平均
0.52

約10%減

農地

宅地

■ 作業のポイント
① 農地は、主に表層土を混ぜ合わせることによる希釈、
   一部天地返し、及び固化剤により表面を固化させて
   ２cm程度のはぎ取りを実施。
②　森林と宅地では、下草刈り、潅木・小竹の伐採、枯葉の
    除去を実施。除去した下草、潅木、小竹、枯葉は、破砕機を
    用いて容量を低減。

約15ha 線量区分：～5ミリシーベルト／／年

● 農地の表層土を混ぜ合わせることによる希釈等により、
    農地の空間線量率が低下しました
 （平均0.71マイクロシーベルト/時→0.62マイクロシーベルト/時）。
● 軒どいの堆積物除去・ふき取り、縦どいの高圧水洗浄、雨どい下の表土除去等により、
   宅地周辺の空間線量率が低下しました
 （平均0.71マイクロシーベルト/時→0.55マイクロシーベルト/時）。

まとめ

宅地では23%減。除去物の発生量をできるだけ少なくしながら
線量を下げられることを確認しました。

1m高さの空間線量率の変化

表土はぎ取り農地 草及び笹刈り森林 大型土のう袋への集積森林 外壁の除染宅地

ベランダの除染宅地 庭木の枝葉の除去宅地 排水性舗装機能回復車道路 道路側溝の除染雨水枡・側溝

(μSv/h)

1.6

1.2

0.8

0.4

0.0

(μSv/h)

1.6

1.2

0.8

0.4

0.0

面積比

道路

農地

森林

宅地

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

除染対象エリア

除染対象エリア

道路宅地

農地

森林 雨水枡・側溝

除染手順

17 18



南相馬市 金房小学校周辺

市街地（平地）

除染前

除染後

道路

森林

農地

宅地

■ 作業のポイント
除染手順

① 構造物については、高圧水洗浄を実施。
② グラウンド・農地・宅地などについては、表土のはぎ
　 取り、機械を用いた天地返しを実施。

道路

宅地

農地森林

約13ha 線量区分：10～20ミリシーベルト／／年

● 金房小学校等のグラウンドの表土はぎ取りや校舎周辺の側溝清掃などを行うこと 
 で空間線量率が低下しました（平均；1.31マイクロシーベルト/時→0.79マイクロシーベルト/時）。 
● 果樹園を含む農地において、表土はぎ取り・天地返しを行うことで空間線量率が低下　      
 しました（平均；1.25マイクロシーベルト/時→0.83マイクロシーベルト/時）。

まとめ

空間線量の比較的低い地域なので洗浄清掃を中心としました。
構造物では約40%減を実現しました。

除染前 除染後

0.5

1.0

1.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.31 平均

0.79

約40%減

除染前 除染後

0.5

1.0

1.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.62 平均

1.23

約24%減

除染前 除染後

0.5

1.0

1.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.25 平均

0.83

約34%減

除染前 除染後

0.5

1.0

1.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.30 平均

1.05

約19%減

除染前 除染後

0.5

1.0

1.5

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.15

平均
0.95

約17%減

1m高さの空間線量率の変化

平地に位置する市街地の居住地域。
小学校や工場等の構造物、宅地、農地が隣接する区域。

草刈り森林 表土はぎ取り宅地 側溝等のホットスポットの除染雨水枡・側溝

構造物

構造物 雨水枡・側溝

0m 100m 200m

0m 100m 200m

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

2.00

2.25

2.50

(μSv/h)

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

2.00

2.25

2.50

(μSv/h)

N

N

空間線量率は比較的低い区域といえますが、グラウンドや森林、道路沿いの一部に
空間線量の高いところが確認されました。これを踏まえて、洗浄・清掃を中心とした除
染を実施。さらに線量を下げるため、空間線量の高い場所や生活空間では様々な試
行技術を併用しながら除染方法の検証を行い、有効な除染方法の確認をしました。

□ 検証のポイント

面積比

構造物

道路

農地森林
宅地

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

コラム

■金房小学校1階　 約38%減

除染前 除染後

0.1

0.2

0.3

空間線量率（1m高さ）：
平均0.18マイクロシーベルト/時

注：屋内の除染は実施しておりません。

平均
0.29

平均
0.18

最小0.09マイクロシーベルト/時～
最大0.33マイクロシーベルト/時

■金房小学校2階　

除染前 除染後

0.1

0.2

0.3

空間線量率（1m高さ）：
平均0.13マイクロシーベルト/時

平均
0.18 平均

0.13
最小0.02マイクロシーベルト/時～
最大0.24マイクロシーベルト/時

約28%減
単位：

マイクロシーベルト/時
単位：

マイクロシーベルト/時
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除染対象エリア

除染対象エリア

金房小学校では、
除染前後で室内の空間線量値の比較をしました。

構造物の水洗浄構造物



さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

浪江町 権現堂地区
□ 検証のポイント

市街地（平地）

平地に位置する都市部の居住地域。
構造物、宅地、農地が隣接する区域。

空間線量率が高い区域ですので、様々な除染方法を検討・実施しました。その
結果、本格除染に向けて線量低減が期待できる工法を採用しました。

約13ha 線量区分：50～100ミリシーベルト／年

面積比

0m 100m 200m

N

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

(μSv/h)

1m高さの空間線量率の変化

道路

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
5.92

平均
2.69

約55%減

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
7.53

平均
3.03

約60%減

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
5.71 平均

2.60

約54%減

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

8.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
4.76 平均

3.07

農地

宅地

■ 作業のポイント
除染手順

① 農地については、重機を用いて下草刈りや表土はぎ
取りを実施。

② 宅地・構造物については、高圧水洗浄による除染。
③ 駐車場を含む道路舗装面については、清掃や高圧
水洗浄による除染に加えて、スチールショットブラス
トによる除染を試行。

道路宅地農地

● 庭や隣接田畑の表土はぎ取りなどにより宅地周辺の空間線量率が低下しました
 （平均；5.71マイクロシーベルト/時→2.60マイクロシーベルト/時） 。
● 農地については、下草刈りや、表土はぎ取りなどにより、空間線量率が低下しました 
 （平均；7.53マイクロシーベルト/時→3.03マイクロシーベルト/時） 。

まとめ

さまざまな方法を検証し、宅地、構造物、農地にて
半減以上の効果を確認しました。

　　　　　

   

構造物

道路

農地
宅地

下草刈り、落葉撤去宅地表土はぎ取りグラウンド 土砂払い雨水枡・側溝

●
構造物 構造物

雨水枡・側溝

グラウンド

除染前

除染後

0m 100m 200m

N

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

(μSv/h)

約36%減

コラム

■ふれあいセンター 約43%減

除染前 除染後

0.2

0.4

0.6

空間線量率（1m高さ）：
平均0.31マイクロシーベルト/時

注：屋内の除染は実施しておりません。

平均
0.54

平均
0.31最小0.12マイクロシーベルト/時～

最大0.57マイクロシーベルト/時

■コスモス保育園

空間線量率（1m高さ）：
平均0.29マイクロシーベルト/時
最小0.11マイクロシーベルト/時～
最大0.98マイクロシーベルト/時

単位：
マイクロシーベルト/時 約50%減

除染前 除染後

0.2

0.4

0.6

平均
0.58

平均
0.29

単位：
マイクロシーベルト/時

21 22

除染対象エリア

除染対象エリア

ふれあいセンターなどでは、
除染前後で室内の空間線量値の比較をしました。

屋根・壁面清掃（温水洗浄）構造物



富岡町 夜の森公園周辺、富岡第二中学校
□□ 検証のポイント

市街地（平地）

平地に位置する都市部の居住地域。
森林やグラウンド等から成る公園に隣接して宅地や構造物が混在する区域。

空間線量率が比較的高い地域です。また、学校をはじめとする構造物や宅地、
道路など、除染対象も多様であることから、様々な除染方法を試行・検討した
うえで効率的な除染方法を実施しました。約12ha 線量区分：50～100ミリシーベルト／年

面積比（夜の森公園周辺）

1m高さの空間線量率の変化

除染前

除染後

道路

街路樹

宅地

道路

● 夜の森公園周辺
　樹木の除染、表土はぎ取り、道路の削り取りまたは高圧水洗浄、宅地の屋根のブラッ
   シング、雨どいの堆積物除去・拭き取り、たたきの高圧水洗浄または削り取り、庭の表
   土はぎ取り等により、宅地周辺等の空間線量率が低下しました（宅地周辺において
   平均7.94マイクロシーベルト/時→4.21マイクロシーベルト/時）。
● 富岡第二中学校
  富岡第二中学校グラウンドの表土はぎ取り等により、グラウンドの空間線量率が低 
   下しました（平均5.39マイクロシーベルト/時→0.83マイクロシーベルト/時）。

まとめ

複数の除染方法を試行・検討した結果、森林では約61%減、
その他でも50%減近い効果を確認しました。

夜の森公園周辺

夜の森公園周辺

富岡第二中学校

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
10.21

平均
4.03

約61%減

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
7.94 平均

4.21

約47%減

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
8.74

平均
4.58

約48%減

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
8.56 平均

5.17

約40%減

除染前 除染後

2.0

4.0

6.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
5.39

約85%減

平均
0.83

構造物

街路樹

道路
宅地

その他

屋根の除染宅地

高圧洗浄機による洗浄プール

表土はぎ取り街路樹

表面削り取り道路ブラシ洗浄校舎

壁の除染宅地高圧水洗浄（高所作業車）街路樹

表土はぎ取りグラウンド

構造物

グラウンド

富岡第二中学校

除染前 除染後

街路樹　

グラウンド

公園

校舎

構造物宅地
●

● ●

校舎 プール テニスコート

■ 作業のポイント
① 町のシンボルである桜並木をはじめとして、樹木につ
いては、保護を念頭にブラッシングや高圧水洗浄、表
土のはぎ取りを実施。

② 公園については、重機や切削機を用いて表土のはぎ
取りを実施しするとともに、芝生のはぎ取りを実施。

③ 宅地や構造物については、高圧水洗浄や表面削り取
りによる除染を実施。また、屋根雨どいのブラシ洗浄
、庭の下草刈り、落葉等の除去、グラウンドやテニスコ
ートにおける表土・芝生のはぎ取りを実施。

④ 道路については、表面削り取りや機能回復車による
除染を実施。

体育館

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

(μSv/h)

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

(μSv/h)

夜の森公園周辺

夜の森公園周辺

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html23 24

除染手順

除染対象エリア

除染対象エリア



大熊町 役場周辺
□□ 検証のポイント

市街地（平地）

公共施設（役場、公民館、体育館）および住宅地が隣接する都市部の居住地域。
役場の周辺には、舗装された広い駐車場と、立木に囲まれた広い公園がある。

空間線量率が高いことから、地区全体の除染を基本として様々な方法を試験
的に実施しました。

約6ha 線量区分：50～100ミリシーベルト／年

面積比

1m高さの空間線量率の変化

道路

宅地

■ 作業のポイント
除染手順① 公園は表土はぎ取りや立木の枝打ちや樹皮洗浄、 

駐車場や道路、歩道は舗装の削り取りやブラスト
を実施。

② 宅地では、屋根の拭き取り、落葉や下草除去、植栽
の剪定、表土はぎ取りや砂利撤去・再敷設、土間や
ブロック塀等の高圧洗浄を実施。

道路

● 家屋周辺の徹底した表土のはぎ取りと舗装面の削り取りにより、宅地周辺の
空間線量率は約1/3程度まで低下できました。

● 庭や公園等の植栽周辺に対しては、落葉除去や表土のはぎ取り、剪定を実施
しましたが比較的高い空間線量率が残存します。

まとめ

様々な方法を検証し、公園、宅地、道路にて
60%減以上の効果を確認しました。

道路
構造物

宅地

除染前 除染後

10.0

20.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
19.2

平均
7.2

約63%減

除染前 除染後

10.0

20.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
11.5

平均
3.9

約66%減

除染前 除染後

10.0

20.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
13.8

平均
5.3

約62%減

樹木枝打ち公園 公園 芝はぎ取り 植栽剪定

道路表土はぎ取り宅地

宅地

削り取り 高圧洗浄機による洗浄 側溝清掃側溝駐車場

宅地

構造物

公園

公園

駐車場

●

●

雨水枡・側溝

駐車場除染前

除染後
N

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html25 26

0μSv/h≦測定値<1.0μSv/h
1.0μSv/h≦測定値<1.9μSv/h
1.9μSv/h≦測定値<3.8μSv/h
3.8μSv/h≦測定値<9.5μSv/h
9.5μSv/h≦測定値<19.0μSv/h
19.0μSv/h≦測定値

N

1.9

1.0

0.0

19.0

3.8

9.5

1.9

1.0

0.0

19.0

3.8

9.5

0μSv/h≦測定値<1.0μSv/h
1.0μSv/h≦測定値<1.9μSv/h
1.9μSv/h≦測定値<3.8μSv/h
3.8μSv/h≦測定値<9.5μSv/h
9.5μSv/h≦測定値<19.0μSv/h
19.0μSv/h≦測定値

除染対象エリア

除染対象エリア

高圧洗浄機による
とい洗浄

構造物



広野町 中央台・苗代替地区

□□ 検証のポイント市街地（平地）

都市部の居住区域。丘陵地に公共施設（役場、複数の教育施設）
および住宅地（約80軒）が広がる区域。

空間線量率は比較的低いものの、教育施設が多く点在するため、子どもの被ば
く線量を低減することをいちばんの課題とした地区です。特に、保育所、幼稚
園、小学校、中学校といった教育施設での空間線量率をより減らすことを中心
に、集落全体の除染を実施しました。

約33ha 線量区分：～5ミリシーベルト／年

面積比

1m高さの空間線量率の変化

除染前

除染後

道路

森林

農地

宅地

■ 作業のポイント

除染手順

①　構造物の屋上・屋根や雨どいについては、高圧洗浄や拭き取り、小学校や中学校の校庭については、表土のはぎ
取りを実施。

② 家屋の屋根や雨どいについては、高圧洗浄や拭き取り、宅地の芝面や土面に対しては、主にはぎ取りを実施。
③　道路（国道6号線）に関しては、低線量地域における舗装面の削り取りによる除染を実施。

道路宅地

● 教育施設の多い平坦面に対して高い除染効果が期待できる技術（表土や芝のは
  ぎ取り、削り取り等）を適用した区域では、空間線量率を約43%低減できました。
● 落葉除去等を実施しましたが、家屋の植栽周辺では比較的高い空間線量率が残
   存しています。

まとめ

特に教育施設などの構造物で40%減以上の
効果を確認しました。

最大約30％
減容化

コラム

構造物
道路

森林

宅地
農地

試験結果

農地(果樹園)

除染前 除染後

0.2

0.4

0.6

0.8

単位：
マイクロシーベルト/時 約18%減

平均
0.73 平均

0.60

除染前 除染後

0.2

0.4

0.6

0.8

単位：
マイクロシーベルト/時 約20%減

平均
0.70 平均

0.56

除染前 除染後

0.2

0.4

0.6

0.8

単位：
マイクロシーベルト/時

約18%減

平均
0.40

平均
0.33

除染前 除染後

0.2

0.4

0.6

0.8

単位：
マイクロシーベルト/時

約43%減

平均
0.56 平均

0.32

除染前 除染後

0.2

0.4

0.6

0.8

単位：
マイクロシーベルト/時

約13%減

平均
0.45

平均
0.39

窓枠・ガラス洗浄宅地 削り取り道路

構造物

森林構造物

0.00μSv/h≦測定値<0.20μSv/h
0.20μSv/h≦測定値<0.40μSv/h
0.40μSv/h≦測定値<0.60μSv/h
0.60μSv/h≦測定値<0.80μSv/h
0.80μSv/h≦測定値<1.00μSv/h
1.00μSv/h≦測定値

0.00μSv/h≦測定値<0.20μSv/h
0.20μSv/h≦測定値<0.40μSv/h
0.40μSv/h≦測定値<0.60μSv/h
0.60μSv/h≦測定値<0.80μSv/h
0.80μSv/h≦測定値<1.00μSv/h
1.00μSv/h≦測定値

0m 100m 200m

0.40

0.20

0.00

1.00

0.60

0.80

0.40

0.20

0.00

1.00

0.60

0.80

0m 100m 200m

空気

肥料

微生物

微生物増殖
微生物により
植物腐朽

容積小

圧縮

除染植物

かさばる

容積大

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html27 28

N

N

除染対象エリア

除染対象エリア

広野町では、除染された植物を微生物によって分解し、
除去物の容量を減らす試験を行いました。

高圧水洗浄構造物 ナノバブル洗浄構造物



1m高さの空間線量率の変化

大熊町 夫沢地区

平野部

平野部に位置する農村部の居住地域。
宅地の前面に農地、背後に森林（針葉樹林）が広がる区域。

除染モデル実証事業の対象地域の中で最も空間線量率が高い地域ですので、大きな除
染効果が期待できる技術を全面的に試行しました。また、今後の本格除染で積極的に
利用していくために、可燃物の焼却により除去物の容量を減らす試験を行いました。

■ 作業のポイント
① 森林については、腐葉土層および表土除去を実施したほか、一部の樹木については、枝打ちや伐採なども実施。
② 農地については、厚さ5～10ｃｍの表土はぎ取りを実施。
③ 家屋の屋根・雨どい・サッシ・壁等については、拭き取りを実施。庭の土面については、厚さ5～10ｃｍの表土・芝の
はぎ取りを実施。また、舗装面や駐車場については、表層部の削り取りを実施　。

④ 道路については、超高圧水（水圧約200MPa）および高圧水（水圧約10MPa）による洗浄を実施。

約17ha 線量区分：100ミリシーベルト～／年

● 表土や芝のはぎ取り、超高圧水洗浄機による舗装面の削り取りなど、除去物の発生量は
  多いものの、高い除染効果が期待できる技術を適用した宅地・農地・道路では、約1/3～1/5
  程度まで空間線量率を低減できました。しかし、同様の技術を用いた宅地・農地でも、森林
  に近いところでは比較的高い空間線量率を示しています。
● 高線量の地域でも、作業時間を制限することや作業をローテーション制とするなどの対策
  をとることで、被ばく線量を抑制し除染作業を実施することが可能であることがわかりました。

まとめ

未舗装の道路を除いて50%減以上の効果を確認。
特に農地では表土はぎ取りにより約80%減もの効果を確認しました。

道路

道路(未舗装)

森林

農地

宅地

除染前 除染後

20
40
60
80
100
120
140

単位：
マイクロシーベルト/時

約54%減

平均
136.8

平均
63.1

除染前 除染後

20
40
60
80
100
120
140

単位：
マイクロシーベルト/時

約80%減

平均
12.4

平均
62.4

除染前 除染後

20
40
60
80
100
120
140

単位：
マイクロシーベルト/時

約74%減

平均
14.5

除染前 除染後

20
40
60
80
100
120
140

単位：
マイクロシーベルト/時

約69%減

平均
17.3

除染前 除染後

20
40
60
80
100
120
140

単位：
マイクロシーベルト/時

約32%減

平均
76.4

平均
55.3

平均
55.2

平均
112.5

表土はぎ取り農地腐葉土層除去森林 雨どい拭き取り宅地 超高圧洗浄機による車道洗浄道路

道路宅地農地森林
●

□□ 検証のポイント

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

コラム

大型土のう袋
30袋分（約30m3）の可燃物

大型土のう袋
0.5袋分（約0.5m3）の焼却灰に減容

減容率
平均98.5%小型焼却炉による

焼却
小型焼却炉による

焼却

除染手順

道路森林

宅地
農地

面積比

29 30

夫沢地区では、可燃物の焼却により除去物の容量を
減らす試験を行いました。

N

NN

0μSv/h≦測定値<50μSv/h
50μSv/h≦測定値<100μSv/h
100μSv/h≦測定値
除染対象エリア

0μSv/h≦測定値<10.0μSv/h
10.0μSv/h≦測定値<20.0μSv/h
20.0μSv/h≦測定値<30.0μSv/h
30.0μSv/h≦測定値<40.0μSv/h
40.0μSv/h≦測定値<50.0μSv/h
50.0μSv/h≦測定値
除染対象エリア

※除染前と色の分類が異なります。

0m 100m 200m

0m 100m 200m

除染前

除染後



さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

1m高さの空間線量率の変化

楢葉町 上繁岡地区

平野部

平地に位置する農村部の居住地域。
宅地の前面に農地、背後に森林を抱える区域。

空間線量率が楢葉町の中でも比較的高い区域です。地区全体を除染することに
より空間線量を減らしながら、様々な方法の中で効率的な作業方法を検討・実
施。また、除去物の容量を減らす方法についても検討しました。

■ 作業のポイント
① 森林については、対象地域の傾斜地形を考慮し、落葉や、未分解の葉や枝などが推積している腐植土層の除去を実施。
② 農地については、表土はぎ取りを基本とするとともに、汚染土壌の減容化試験を実施。
③ 宅地及び構造物については、建屋の現状（材質や震災被災状況等）を考慮し、できるだけ水を用いない拭き取りやブ
ラッシングといった除染方法を選定して実施。

約4ha 線量区分：10～20ミリシーベルト／年

● 表土のはぎ取りにより、約1/2程度まで土面の空間線量率を低減できました。
● 家屋周辺の森林の近いところでは、比較的高い空間線量率が残存しています。まとめ

農地では表土はぎ取りなどにより約44%減の効果を確認しました。

道路

森林

農地

宅地

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

約33%減

平均
1.42

平均
2.13

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

約30%減

平均
1.45

平均
2.08

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

約25%減

平均
1.64

平均
2.18

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

約21%減

平均
1.91

平均
2.42

除染前 除染後

1.0

2.0

3.0

単位：
マイクロシーベルト/時

約44%減

平均
1.36

平均
2.43

ビニールハウス表面拭き取り農地 表土はぎ取り農地 落葉除去森林 乗用スイーパーによる洗浄道路

道路宅地農地森林 構造物

構造物

構造物

道路

森林

宅地

農地

面積比

□□ 検証のポイント

コラム

土壌をかき混ぜると分別できませんが、それを避ければ効果的に分別できることが確認できました。

ベルトコンベア 検出装置投入部 設定値未満の土壌ふるい

除染手順

上繁岡地区では、汚染土壌の分別により除去土壌を
減らす実験を行いました。

除染前

除染後

0.0μSv/h≦測定値<1.0μSv/h
1.0μSv/h≦測定値<1.5μSv/h
1.5μSv/h≦測定値<2.0μSv/h
2.0μSv/h≦測定値<2.5μSv/h
2.5μSv/h≦測定値<3.0μSv/h
3.0μSv/h≦測定値
除染対象エリア

0.0μSv/h≦測定値<1.0μSv/h
1.0μSv/h≦測定値<1.5μSv/h
1.5μSv/h≦測定値<2.0μSv/h
2.0μSv/h≦測定値<2.5μSv/h
2.5μSv/h≦測定値<3.0μSv/h
3.0μSv/h≦測定値
除染対象エリア
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1m高さの空間線量率の変化

楢葉町 南工業団地

工業地帯

緩やかな傾斜地に広がる工業団地。敷地内には工場等の大型構造物が複数存在し、
その周囲には土面あるいは舗装面の平地が広がる。また、各敷地間には草地や松林の斜面が存在する。

空間線量率が楢葉町の中でも比較的低い区域ですが、周囲の平地から構造物への
放射線の影響が大きいと考えられるため、平地の全体的な除染により空間線量率
を減らすとともに、構造物周辺のホットスポットの除去を実施しました。

道路

森林

除染前 除染後

0.5

1.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
1.04 平均

0.91

約13%減

除染前 除染後

0.5

1.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
0.78 平均

0.56

約28%減

除染前 除染後

0.5

1.0

単位：
マイクロシーベルト/時

平均
0.49 平均

0.40

約18%減

■ 作業のポイント
① 大型構造物については、建屋の現状（材質や震災被災状況等）を考慮し、できるだけ水を用いない拭き取りやブ
ラッシングを基本とし、高圧水に耐えうる構造の建屋については高圧水洗浄を実施。また、ホットスポットとなりやす
い雨どい・側溝周辺、サッシ周りを重点的に除染。

② 大型構造物周囲の平地では、土面については天地返し、舗装面については水を使わない清掃を基本として、面的な
除染を実施。

③ 草地や松林の斜面については、ホットスポットとなりやすい斜面下の落葉・腐葉土層除去を基本とする除染を実施。

約37ha 線量区分：5～10ミリシーベルト／年

● 大規模な天地返しの実施により、除去物を発生させずに広大
な平坦土面の空間線量率を大幅に低減できました。

● 道路の舗装状況に応じて有効な除染方法がわかりました。
まとめ

構造物周辺はホットスポットの除去を重点的に行い、
約28%減の効果を確認しました。

バキューム車による落葉、
リター層除去

森林 バキューム車による落葉、
リター層除去

森林 熊手による
落葉、リター層除去

森林

構造物

道路森林構造物
●

除染手順

構造物

道路

面積比

□□ 検証のポイント

さらに詳しい情報はこちら ▶ http://josen.env.go.jp/progress/tokubetsuchiiki/tokubetsuchiiki_actual_proof.html

天地返し

屋根の湿式拭き取り構造物

窓・サッシ周りの
湿式ブラシ洗浄と拭き取り

構造物

屋根部の洗浄構造物 雨どい内の除染構造物 建屋の窓・
サッシ周りの除染

構造物

除染前

0.0μSv/h≦測定値<0.23μSv/h
0.23μSv/h≦測定値<0.5μSv/h
0.5μSv/h≦測定値<1.0μSv/h
1.0μSv/h≦測定値<1.5μSv/h
1.5μSv/h≦測定値<2.0μSv/h
2.0μSv/h≦測定値<2.5μSv/h
除染対象エリア

0.0μSv/h≦測定値<0.23μSv/h
0.23μSv/h≦測定値<0.5μSv/h
0.5μSv/h≦測定値<1.0μSv/h
1.0μSv/h≦測定値<1.5μSv/h
1.5μSv/h≦測定値<2.0μSv/h
2.0μSv/h≦測定値<2.5μSv/h
除染対象エリア

除染後

33 34
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除去土壌から出る放射線量を減らすために、
土のうで遮へいします。

仮置場は住居等から離して設置します。

遮水シートで覆うなど、除去物に水が侵入して放
射性物質が流出するのを防ぎます。

除去土壌を含む汚染水が流出しないよう、底面に
遮水シート等を敷く等の措置をします。

有機物の腐敗による可燃物のガスの発生や恐れが
ある場合は、火災防止や悪臭防止の措置をとります。

想定される地震に対して、安全に管理できる機能
を損なわない設計をします。

除染の実証事業では、除染による除去物を安全に管
理する方法も検証しています。ここでは、除去物を
保管する仮置場の安全対策や、タイプ別のメリッ
ト・デメリット、各地区の除去量や作業人員の被ば
く量などをご覧いただけます。

【除去物とは？】 
除染によって薄くはいだ土壌や刈り取った草や葉、落葉、拭き取りに使った
紙や布などで放射性物質を含んだ廃棄物などの除去物を指します。

除染による除去物は、除染地域から中間貯蔵施設に運ぶまでの間、
仮置場と呼ばれる場所へ運搬され、管理・保管されます。

基礎知識

仮置場の安全性について

必要とされる安全対策

さえぎる

離す

浸水防止

流出防止

ガス等の配慮

耐震設計

除染による
除去物の管理
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仮置場は、除去物が可燃物か不燃物（土を含む）かにより、安全
を考えた構造で設置します。

<除染で除去された 可燃物 を地上に保管する場合> <除染で除去された 不燃物や土 を地上に保管する場合>

※除去物の中の有機物が腐敗して発生するガスを逃がすため、ガス抜き管を設置します。

遮へい土のう
※必要な場合に設置遮へい大型土のう（山砂等）

耐候性大型土のう（除去物:約1m3）

集水排水層

※排水勾配を現場状況に応じて付ける

遮水シート 保護マット×2
整地+不陸整正

吸出防止材

雨水排水溝 雨水排水溝
雨水排水溝

保護層（山砂等）

集水タンク

周囲側溝 

排水勾配 排水勾配

押さえ土のう等

十分な距離

吸出防止材

周囲側溝 

大型土のう

・保護層（山砂等）

※可燃・不燃同様　

・保護マット
・遮水シート
・保護マット
・整地

柵等柵等

押さえ土のう等

十分な距離

遮へい土のう
※必要な場合に設置遮へい大型土のう（山砂等）

耐候性大型土のう（除去物:約1m3）

柵等

集水排水層

※排水勾配を現場状況に応じて付ける

遮水シート 保護マット×2
整地+不陸整正

吸出防止材

保護層（山砂等）

集水タンク

周囲側溝 

排水勾配 排水勾配

押さえ土のう等

十分な距離

押さえ土のう等

十分な距離柵等

吸出防止材

周囲側溝 

大型土のう

・保護層（山砂等）

※可燃・不燃同様　

・保護マット
・遮水シート
・保護マット
・整地

雨水排水溝

ガス抜き管

通気性防水シート(上部)
遮水シート(上部)

仮置場の基本構造について

取りのぞいた石や土などの不燃物は、置いておいてもガスは発生しないので、水を通さない遮水
シートで覆って保管します。

取りのぞいた落ち葉や落ちた枝、伐採した木や葉などの可燃物は、置いておくとガスが発生
するので通気性の良いシートとガス抜き管を設置します。

基礎知識



仮置場を設置するにあたり、地上や地下、半地下など、様々な
タイプの保管方法を検証しました。

地上保管型 地下保管型

・中間貯蔵施設などへの搬出作業が簡単。
・設置を終えた後の除去物の移動が簡単（補修・点検も含む）。
・傾斜地の場合、斜面を利用して設置ができる。

・遮へい用の土壌を、他の地域から持ってこなくてはならない。
・ゆるい地盤の場所に設置する場合、地盤の改良が必要。

・土を掘ることで出た土壌を、遮へい用として利用できる。
・ゆるい地盤の場所でも、地盤の改良は必要ない。
・土を覆った部分の補修・点検が簡単。
・景観を変えずに設置ができる。

・地下部分を削り、掘るのに長い時間が必要。
・除去物を地下水位より下に設置する場合、地下水の侵入や地下水位の低下防止
策が必要。
・除去物を取り出す際、掘り出し等の作業が必要。

様々な保管方法を検証しました

39 40

メリット

デメリット

メリット

デメリット
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●表面線量率や重量などの測定
●除去物の発生場所や内容物の諸元、保管先などをトレースできるよう、個々の大型土のう袋 
　にタグを取り付けて、記録を管理する方法も検証しました。

除去物の表面線量率測定状況 除去物の状況管理

タグの例

半地下保管型 場所

日時

種別

線量

・・・

A-1　B23-C

11/10/01 12

泥土

500Bq/kg

・・・

除去物は大型土のう袋に入れられています。これらの土のう
袋は、表面線量率など様々なデータが記されたタグを付けて
管理されています。

メリット

デメリット

・段数を積めるので、小さい面積の場所でも設置できる除去物の量が増やせる。
・地下部分に高濃度、地上部分に低濃度の除去物を設置することで、放射線の遮へ
いが簡単。
・土を掘ることで出た土壌を、遮へい用として利用できる。

・地下部分を削り、掘るのに長い時間が必要。
・地上部分と地下部分の境に、雨水が浸入しないための対策が必要。
・除去物を地下水位より下に設置する場合、地下水の侵入や地下水位の低下防止
策が必要。

メタルタグの例 ペーパータグの例

様々な保管方法を検証しました 除去物の管理方法
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仮置場は設置後も空間線量率や地下水などをモニタリングし、
放射線や放射性物質が人の健康や生活環境に影響のないこと
を確認します。影響のあった場合は、速やかに安全を確保する
ために、継続して監視する方法を検証しました。

●空間線量率（原則として1回/週程度）
●地下水の放射能濃度（原則として1回/月）
●浸出水の放射能濃度（原則として1回/月）
●ガス濃度および温度（適宜）

例：モニタリング結果
仮置場／現場保管場の敷地境界付近の空間線量率は、施工時前の空間線量率の高
低に関わらず、仮置場の設置後には低減しました。

空間線量率の測定 地下水位観測および採水

44

仮置場設置前（マイクロシーベルト/時） 仮置場設置後（マイクロシーベルト/時）

仮置場の管理

〈監視項目と頻度〉

ここでは、除染の実証事業で発生した除去物の量
と、その空間線量をまとめています。各地区の除染
作業に関わった人数と平均積算線量と共に、各地区
の仮置場における空間線量率をご参考ください。

除去物の発生量と
空間線量率

0.74最小
最大
平均

9.01
3.41

0 5 10

0.58最小
最大
平均

2.6
1.18

0 5 10
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川俣町 面積：11ha 仮置場：地上保管型

2012年2月7日計測造成
終了後12地点の平均値

2012年3月13日計測
12地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：2,910（袋）/1,496（t）

264.5 重量
（t）136

14台分

約

10tダンプカー

保管前
保管後

1.27 1.02

1.0

0.5

除去物発生量 1haあたり

浪江町（津島地区） 面積：5ha 仮置場：地上保管型

2011年12月25日計測
グランド表土はぎ取り後での
測定値7地点の平均値
2012年2月4日計測
7地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：1,726（袋）/1,147（t）

345.2 重量
（t）229.4

23台分

10tダンプカー

保管前

2.12 1.73

2.0

1.0

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

葛尾村 面積：6ha 仮置場：地上保管型

2012年1月25日の6地点
の平均値

6地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：1,664（袋）/948（t）

277.3 重量
（t）158

16台分

10tダンプカー

保管後
2.8

2.0

3.0

2.0

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

川内村 面積：23ha 仮置場：地上保管型

2011年12月20日、
21日造成前 8地点の平均値

2012年4月26日
保護マット上24地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：4,371（袋）/2,404（t）

190 重量
（t）104.5

11台分

10tダンプカー

保管前

5.06

0.68

5.0
4.0
3.0
2.0
1.0

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

飯館村 面積：17ha 仮置場：地上保管型

2011年12月15日
5地点の平均値

2012年2月27日
5地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：4,875（袋）/2,988（t）

286.8 重量
（t）175.8

18台分

10tダンプカー

保管前

4.03

1.33

4.0
3.0
2.0
1.0

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

田村市 面積：15ha 仮置場：地上保管型

一時保管場所の草刈り前の
測定値6地点の平均値

6地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：571（袋）/185（t）

38.1 重量
（t）12.3

1台分

10tダンプカー

保管後
0.74

0.58

1.0

0.5

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

浪江町（権現堂地区） 面積：13ha 仮置場：地上保管型

2012年1月14日グラウンド
表土はぎ取り後の定点で計測

2012年2月17日
仮置場完成後の定点で計測

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：2,239（袋）/2,461（t）

172.2 重量
（t）189.3

19台分

10tダンプカー

保管前

保管後1.67

0.63

1.0

0.5

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

富岡町（夜の森公園）面積：9ha 仮置場：地上保管型

6地点の平均値

2012年2月28日計測
6地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：3,056（袋）/1,744（t）

339.6 重量
（t）193.8

19台分

10tダンプカー

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

富岡町（富岡第二中学校） 面積：3ha 仮置場：地上保管型

6地点の平均値

2012年2月24日計測
6地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：1,306（袋）/1,208（t）

435.3 重量
（t）402.7

40台分

10tダンプカー

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

大熊町（町役場周辺） 面積：6ha 仮置場：地上保管型

バックネット裏の
定点での平均値

バックネット裏の
定点での平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：1,665（袋）/1,130（t）

277.5 重量
（t）188.3

19台分

10tダンプカー

保管前

保管後42.2

17.4

40.0

20.0

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

大熊町（夫沢地区） 面積：17ha 仮置場：地上保管型

2011年12月13日
計測（造成前）

2012年4月26日
保護マット上で計測

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：13,442（袋）/9,451（t）

790.7 重量
（t）555.9

56台分

10tダンプカー

保管前

保管後
30.0

5.6

30.0

5.0

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

楢葉町（上繁岡地区） 面積：4ha 仮置場：地上保管型

2012年1月23日計測

2012年4月2日計測
（柵付近）

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：1,783（袋）/1,191（t）

445.8 重量
（t）297.8

30台分

10tダンプカー

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

楢葉町（南工業団地） 面積：37ha 仮置場：地上保管型

2012年1月14日の造成工事
前の仮置場周辺で計測

2012年4月25日の
町道沿いフェンス付近で計測

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：2,218（袋）/702（t）

59.9 重量
（t）19.0

2台分

10tダンプカー

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

南相馬市 面積：13ha 仮置場：地下保管型

2011年12月11日グランド
表土はぎ取り前の計測
10地点の平均値
2012年2月17日計測
10地点の平均値

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：4,116（袋）/2,835（t）

316.6 重量
（t）218.1

22台分

10tダンプカー

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

保管後

保管前

2.25

0.97

2.0

1.0 保管後

保管前

保管後

保管前

5.44

1.44

5.0
4.0
3.0
2.0
1.0

保管後

保管後

保管前

保管前

2.38
1.97

2.0

1.0

保管後

1.74

0.35

2.0

1.0
保管後

保管後

1ha＝

100m

100m

0.85
0.59

1.0

0.5

保管前

広野町 面積：33ha 仮置場：半地下保管型

2011年12月21日
計測（造成前）

2012年3月12日
計測（保護マット上で計測）

保管前

保管後

フレキシブル
コンテナ（袋）

全体：6,016（袋）/4,003（t）

182.3 重量
（t）121.3

12台分

10tダンプカー

保管後
0.92

0.13

1.0

0.5

除去物発生量 1haあたり

空間線量率 単位：
マイクロシーベルト/時

保管前保管前

約 約 約

約 約

約

約 約

約 約

約 約

約 約

各地区の除染で発生した除去物の量と、年間の積算線量をまとめました。
除去物の量は全体量とともに1haあたりの量も算出。10tのダンプカー
で何台分に相当するかを視覚化しています。

除去物の発生量・空間線量率
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作業日数 延べ作業員数
（人日）

83

40

61

110

77

52

78

54

78＊

130

116

108

90

118

5,830

3,942

3,303

6,208

14,377

2,139

6,605

6,988

10,626＊

3,941

7,982

8,346

2,057

4,565

作業員一人あたりの
1日の平均被ばく線量
（マイクロシーベルト/人日）

10.8

24.5

5.4

15.0

14.0

2.0

6.1

17.3

21.3＊

88.0

7.0

90.0

9.5

7.8

作業員一人あたりの
年間の平均被ばく線量
（ミリシーベルト/人年）

2.7 

6.0 

1.3 

3.0 

3.4 

0.5 

1.5 

4.3 

5.2＊
 

21.6 

1.7 

22.1 

2.3 

1.9 

地区

川俣町

浪江町
（津島地区）

葛尾村

川内村

飯舘村

田村市

南相馬市

浪江町
（権現堂地区）

富岡町
（夜の森公園周辺）

富岡町
（富岡第二中学校）

大熊町
（役場周辺）

広野町

大熊町
（夫沢地区）

楢葉町
（上繁岡地区）

楢葉町
（南工業団地）
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（
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地
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（
津
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地
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）

すべての地区において
年間の被ばく線量限度を
大きく下回りました。

＊モデル事業における作業者の実際の被ばく線量と、厚生労働省が公表している平成23年度の建設業の平均勤務日数に基づき、
環境省が独自に推計した結果です。＊夜の森公園周辺と富岡第二中学校の合計です。

地
形

山
間
部（
谷
部
）

山
間
部（
平
地
）

平
野
部

工
業
地
帯

市
街
地（
平
地
）

各地区の除染作業に関わった人数と、平均の被ばく線量をまとめました。

作業員数・作業における平均被ばく線量

作業員一人あたりの「1年間」の平均被ばく線量＊
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作業員一人あたりの「1日」の平均被ばく線量
マイクロシーベルト/人日

ミリシーベルト/人年

除染電離則で定められている除染等業務従事者の年間の被ばく線量限度
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様々な地形・空間線量率における除染の実証事業を
行うことにより、どのような方法や手順で行うこと
が効率的なのか?
また、除去物の量を抑えるにはどうするべきか?
保管において気をつけるポイントは何か?作業員た
ちの被ばく管理対策は?
など、たくさんのことを検証することができました。
現在、この結果をもとに、さらなる除染を進めてお
ります。みなさまには多大なご負担をおかけいたし
ますが、国が行う除染作業へのご理解とご協力を何
卒よろしくお願い申し上げます。

おわりに

Memo
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